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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]   2020 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2019 年度 第 2 四半期  

 

[日程]   2019 年 11 月 13 日  

 

[ページ数]  49 

  

[時間]   17:00 – 17:49 

（合計：49 分、登壇：46 分、質疑応答：3 分） 

 

[開催場所]  103-0028 東京都中央区八重洲 1－3－7 

八重洲ファーストフィナンシャルビル 3F ベルサール八重洲 Room2,3 

 

[会場面積]  222 ㎡ 

 

[出席人数]  46 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  岩瀬 賢治 （以下、岩瀬） 

取締役    谷田 昌広 （以下、谷田） 
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登壇 

 

司会：皆様、大変長らくお待たせをいたしました。本日はお忙しい中、またお足元の悪い中、多数

の方にお集まりいただきまして誠にありがとうございます。それでは、ただいまより株式会社テイ

クアンドギヴ・ニーズ 2020 年 3 月期第 2 四半期決算説明会を開催いたします。それでははじめ

に、会社側の出席者をご紹介いたします。皆様より向かって左手から、代表取締役社長の岩瀬賢治

でございます。 

岩瀬：岩瀬でございます。今日はありがとうございます。 

司会：続いて、取締役の谷田昌広でございます。 

谷田：谷田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

司会：よろしくお願いいたします。 

それでは、次に皆様にお配りいたしております資料についてご案内をいたします。まず 1 点目が本

日の決算説明資料、さらに決算短信、そして第 2 四半期連結業績予想の修正に関するお知らせ、そ

してアンケート用紙の合計 4 点でございます。以上、皆様にお配りいたしておりますが、不足等が

ございましたら、どうぞ後方のスタッフまでお知らせください。 

続きまして、本日のスケジュールを簡単にご案内いたします。まずは、代表取締役社長の岩瀬より

2020 年 3 月期第 2 四半期の決算概要を、さらに 2020 年 3 月期の経営方針および重点施策の進捗

状況についてご説明を申し上げます。そして、プレゼンテーションのあとは質疑応答のお時間を設

けておりますので、どうぞ活発なご意見をお願いいたします。会の終了予定時刻ですが、18 時を

予定いたしております。なお、今後の IR 活動の参考にさせていただきたく存じますので、お配り

いたしておりますアンケート用紙にぜひご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

それでは、早速説明会を開始いたします。まずは冒頭に 2020 年 3 月期第 2 四半期のトピックスを

簡単にまとめた映像がございますのでご覧ください。それでは、どうぞスクリーンにご注目くださ

い。 

 岩瀬：改めまして、本日はご参加いただきましてありがとうございます。テイクアンドギヴ・ニ

ーズの岩瀬でございます。よろしくお願いします。 
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まずはじめに、上期の決算の総括をいたします。業績は先週 7 日に修正しましたとおり、当初予想

を営業利益、経常利益が大きく上回り、売上高は 327 億円、営業利益は 22 億円、経常利益は 20

億円となり、売上高から経常利益は前年とほぼ同水準となりました。今期の進捗につきましては、

後ほど詳しくご説明をいたしますので、トピックスのみお伝えいたします。 

国内ウェディング事業は、今期の受注数はほぼ前期と同様の進捗となっております。引き続きリニ

ューアルを計画的に進め、いくつか新しく始めた事業も少しずつ大きくなってきています。ホテル

事業は、TRUNK 開業 3 年目に入りましたが、引き続き堅調となり、婚礼の今期の受注数も前期比

101.8%、その他の部門も好調です。 

海外・リゾートウェディング事業は、国内マーケットの今期受注組数が、前期比 90.4%と苦戦して

おりますが、足元の新規契約数は徐々に回復傾向になっています。一方で、中国本土、台湾、香港

の顧客を対象とした、東アジアマーケットは施行数、受注数、単価についても伸びています。 
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それでは、スライドの 6 ページ、連結の損益計算書の概要についてご説明いたします。2020 年 3

月期第 2 四半期の累計は、売上高は前期とほぼ同水準の 327 億 4,100 万円となりました。後ほど

内訳についてはご説明いたします。売上総利益率は、海外・リゾートウェディング事業の旅行の取

扱い高が増加したことで、利益率は前期比 0.3 ポイント減の 63.0%となり、206 億 3,200 万円とな

りました。販売管理費は、前期とほぼ同様の水準となりましたが、計画に対しては約 7 億減の 184

億 1,800 万円となりました。 

これは、海外ウェディング事業での北京、上海の営業所、また国内サロンの開業およびその運営コ

ストなどのコスト増がありましたが、期初より海外ウェディング事業の営業不振を補填するため、

コストの効率化をグループ全体で実施したこと、それに加え、国内ウェディング事業の期ずれコス

トが、約 4 億円発生していることが要因です。よって、営業利益は前期と同水準の 22 億 1,400 万

円。経常利益も前期と同水準の 20 億 7,900 万円となりました。当期の純利益は売却を決定した店

舗などの減損失を計上したこともあり、前期比で 3 億 9,500 万円減の 9 億 4,600 万円となりまし

た。 
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次に、営業利益について、事業ごとの前期比増減額についてご説明いたします。前期 22 億 8,400

万円の営業利益に対しまして、国内ウェディング事業が、パーティー単価の向上、内製化による粗

利率の向上、そして販管費の期ずれを主要因とし、前期比で 5 億 6,900 万円の増。ホテル事業は、

TRUNK(HOTEL)自体は前年を上回る業績でしたが、ブランディングを目的とした神楽坂

TRUNK(HOUSE)の開業費用及び運営費が発生し、3,600 万円の減。海外・リゾートウェディング

事業は、先行投資として国内サロン開業や運営コストが増加している中で、国内マーケットの受注

に苦戦していることから、前期比で 6 億 300 万円の減。結果として 22 億 1,400 万円となりまし

た。これが上期の現状です。 
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続きまして、8 ページ、事業セグメント別の売上高・売上構成についてご説明をいたします。ま

ず、国内ウェディング事業全体は前期比 7,700 万円減の 264 億 8,800 万円となりました。その内数

になりますが、TRUNK(HOTEL)は前期比 1 億 400 万円増の 23 億 6,600 万円となりました。海

外・リゾートウェディング事業は、国内マーケットの受注不振を、前期 7 月より開始した旅行事業

と東アジアマーケットで補填し、売上は前期比 7,100 万円増の 54 億 6,900 万円となりました。そ

の他の売上と合わせまして連結の売上高は 327 億 4,100 万円となりました。 
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それでは次に、国内ウェディング事業の内訳についてご説明いたします。売上は、前期比 7,700 万

円減の 264 億 8,800 万円となっています。こちらは、表の下に記載がある店舗数をご覧いただく

とお分かりいただけますが、前期比で閉鎖店舗が 2 店舗あったことが主な要因です。売上総利益率

は内製化の進捗が進み、前期比 0.5 ポイント良化し 63.2%、実額では前期比 8,800 万円増の 167 億

3,200 万円となりました。セグメント別の営業利益では、前期比 4 億 6,100 万円増の 33 億 5,400

万円となりました。 
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続いて、その国内ウェディング事業の売上内訳をご説明いたします。直営店は閉店店舗の影響もあ

り、組数は前期比で 134 組減の 6,073 組となりました。一方で、1 組単価は平均人数が 0.6 名増加

したこともあり 6 万 5,000 円増加し、391 万 1,000 円となりました。よって、この掛け算で直営店

の売上高は、前期比 1 億 3,900 万円減の 237 億 7,500 万円となりました。コンサルティングの売

上高は、東京會舘様が 1 月から開業したことで、前期比 1 億 1,500 万円増の 8 億 2,900 万円となり

ました。 
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続いて 11 ページ、海外・リゾートウェディング事業についてご説明いたします。売上高は国内マ

ーケットの受注に苦戦をしましたが、挙式に付随する新郎新婦、もしくは家族、ご友人の旅行の取

扱い組数が増加したこと、および東アジアマーケットの業績が向上し始めていることから、前期比

7,100 万円増の 54 億 6,900 万円。売上総利益は挙式と比較して、粗利率の低い旅行事業の取扱い

が増えたことから、利益率では前期比 4.3 ポイント減の 64.8%となり、実額では前期比 1 億 8,500

万円減の 35 億 4,100 万円となりました。営業利益は、国内マーケットの苦戦に加えて、先行投資

の増があり、前期比 6 億 300 万円減の 1 億 9,900 万円の赤字となりました。 
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続いて、参考にリゾートの拠点数と組数の経年の比較をご覧いただきます。拠点数は、一番左

2015 年 6 月末から、東アジアマーケット向けの拠点を含めて 11 拠点増加をしております。施行

組数もそれに伴って増加をしておりますが、東アジアマーケットの伸びが非常に堅調であることが

ご覧いただけると思います。 
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続いて、13 ページ目、連結の貸借対照表についてご説明いたします。まず、資産についてです。3

月末と比較して、現預金は 9 月の結婚式の施行が多かったことにより若干増加しております。ま

た、期初、収益性の高い店舗の土地を取得したことにより、有形固定資産が増加をしております。

その他は特に特筆すべきことはございません。 
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続いて、負債、純資産についてです。先ほど土地の取得につきましては、資金を金融機関からの借

入れで調達しましたので、有利子負債が増加し、219 億 5,400 万円となっています。以上が第 2 四

半期累計の決算の概要になります。 
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続いて、今期に実施している重点施策の進捗についてご説明をいたします。まず、通期の業績見込

みですが、第 2 四半期の累計で利益の実績は計画を大きく上回ることができましたが、通期の見込

みは据置きとしています。その理由を営業利益の観点からご説明したいと思います。 
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こちらの表は、左から上期の累計、第 3 クォーター、第 4 クォーターの営業利益見込みを、前期実

績と比較したものです。ポイントは 3 点です。 

1 点目、国内ウェディングの売上高です。これは 3 クォーターと 4 クォーターを同時に説明してい

きます。3 クォーターは前年と比較して施行組数が減少していることに加えて、10 月の 3 連休の

台風で約 60 件の結婚式が日程変更になりました。逆に、4 クォーターは前期と比較し受注が堅調

であること、また台風で変更になった 60 件の大半がこの 4 クォーターに日程変更していること。

前期比で見ると、3 クォーターが凹んで 4 クォーターは伸びると見込んでいます。 

2 点目です。海外・リゾートウェディング事業の営業利益です。海外・リゾートウェディング事業

は、12 月決算ですので、この 3 クォーターの該当月は 7 月から 9 月となります。ウエディング業

界において 7 月、8 月は閑散期となり、季節性に加え、受注が低迷していることが大きく影響して

きます。当然、国内サロン開業の運営費はそのままコスト増となり、3 クォーターの利益は前期比

で大きく凹みます。 
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一方で、4 クォーターは、若干ですが、トップラインが改善されてきたことに加え、コストの効率

化を実施していることから、前期を超える利益の見込みを立てております。よって、海外・リゾー

トウェディング事業についても、3 クォーターが凹んで 4 クォーターは伸びると見込んでいます。 

それから、3 点目は全体のコストの話です。3 クォーターは上期から期ずれしたコストである約 4

億円が発生いたします。一方で、4 クォーターは、前期には、先行投資して修繕や広告で 4 億から

5 億円の投資を行いました。これが今期の 4 クォーターには発生しないということ。 

よって、期ずれの 4 億が発生する 3 クォーターと、先行投資の 4～5 億が発生しない 4 クォータ

ー。このような下期の結果、通期の見込みは 40 億据置きということにしております。 
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それでは、次のページをご覧ください。今度は事業別の通期の営業利益の増減についてご説明をし

ます。決算説明資料の 19～20 ページに、5 月決算発表のときにご説明した事業別の営業利益の計

画、それから今回の修正を受けた営業利益の計画を、比較していただけるように記載しておりま

す。国内ウェディングは 5 月の時点では 2 億 2,900 万円の増益を計画しておりました。現状では約

3 億円増加して 5 億 2,200 万円の増と考えております。上期の時点では 5 億 6,900 万円増しており

ましたので、ほぼこのまま前年と同様の水準で着地をすると見込んでおります。 

ホテル事業は神楽坂の TRUNK(HOUSE)の運営費をカバーし、ほぼ前期比プラスマイナス 0 で着地

をすると考えております。海外・リゾートウェディング事業は、当初 5 億 1,000 万円の減益を計画

しておりました。5 月より、営業体制の強化を行ったものの、直近の受注には見込みどおりの成果

が出せなかったこと、また、コストの効率化も図りましたが、期初の計画よりも減益幅が約 3 億広

がり、8 億 300 万円の減益を見込んでおります。よって、営業利益は 40 億円ということになりま

す。 
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それでは、それぞれの事業別の進捗をご説明したいと思います。国内ウェディング事業は、重点テ

ーマは記載のとおり 3 点です。既存店の強化、コンサルティング、新規事業ということになりま

す。次ページより、それぞれの詳細につきましてご説明をいたします。 
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まず、今期も引き続きリニューアルを実施しております。大型リニューアルが 1 店舗、2,000 万円

から 5,000 万円程度とする中規模を 6 店舗、家具の入れ替えを 11 店舗の、計 18 店舗を予定して

おります。これは計画どおりに進んでおります。 
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参考に次ページに大規模、もしくは中規模のリニューアルを前期に実施した 9 店舗の前年同時期の

受注組数比較を記載しております。10 月の 2 週時点での受注組数は前期比で 117.3%となり、引き

続き問題ない良い成果を残していると考えております。 

次ページに、どのようなリニューアルを実施してきたかを参考に記載しておりますので、お時間が

あるときにご覧ください。 
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続いて、26 ページです。国内ウェディングの受注組数の進捗を記載しております。今期の受注組

数は全店ベースで 99.1%、閉鎖店舗を除く既存店舗で 99.8%となっており、ほぼ、先ほど申し上げ

たとおり前年と同水準で推移しております。 
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次に、平均単価の推移についてご説明をいたします。左のグラフは直営店の平均単価の経年の推

移、右のグラフは平均人数と招待客 1 人あたりの単価の推移です。ご覧いただきたいのは、2015

年 3 月期、一番左の第 2 クォーターの平均単価が 392 万 2,000 円、そのときの平均人数は 73.2

名。今期の第 2 クォーターの単価は 391 万 1,000 円ですが、平均人数は 69.4 名。平均人数が 3.8

名減少いたしましたが、平均単価では 1 万 1,000 円の減少にとどめることができております。招待

客 1 人単価も大きく上昇しており、この背景には、商品力と提案力の強化があると考えておりま

す。 
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次です。コンサルティング事業は、東京會舘様の今期の受注は 1,000 組を超え、今も堅調に推移を

しております。数字につきましては、先方のクライアント先のことがございますので、これ以上は

申し上げられませんが、堅調だとご理解ください。 
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それから次に、レストランの新店です。地方都市にホテルを出店していくため、出店候補地を探し

ておりますが。地方ホテルのメインダイニングとして必要な 100 席以上の大きさのレストランの

オペレーション、それから寿司、鉄板焼きなどのスペシャルティのレストランのオペレーション。

こういったものの構築と、多様な人種・年齢の方が利用されるホテルのレストランとしての強みづ

くりをしていくため、コンセプト創りとメニュー開発に取り組みました。 

GENTLE は、当社がハウスウエディングとして運営する「表参道テラス」の 1 階と地下 1 階に出

店をいたしました。 

1 階には、インバウンドの増加を背景に、食の多様性に対応するため、ビーガンメニューを全メニ

ューの 50%取り入れ、さまざまな食のポリシーの方が、一つのテーブルを囲んで楽しく食事がで

きることをコンセプトにしたイタリアン。 

地下 1 階には、寿司のカウンター特有の所作や緊張感をなくし、気軽に欧米の方々やカウンターデ

ビューの方にも楽しんでいただけるコンセプトの鮨処をご用意いたしました。7 月 16 日にオープ

ンをしております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

24 
 

 

次に、LTV 関連の事業についてご説明をいたします。結婚式を通じ顧客となっていただいた方々と

長くつながる仕組み、コンテンツ創りを前期より力を入れてまいりましたが、順調に稼働しており

ます。 

結婚式後に顧客を集めリアルイベントを開催することでの参加料、また出店企業様からいただく出

店料の売上、そのほか、定期的に配信するメールへの広告出稿など、まだ売上高は大きくはないで

すが、前期 1 年間の売上と比較しても、半期ですでに 2 倍の売上を計上できるような事業になって

きております。 
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次に、ほかの結婚式場へ装飾レンタルをする事業の実績についてご説明をいたします。事業を始め

て 2 年目となり、前期比で受注式場数が増加しております。また、既にリピート率も 10%弱とな

り、レンタル時の商品評価から買い取りしていただける会場も発生してくるようになりました。レ

ンタル料は、1 企画 200 万円、買い取りは 500 万円程度となります。 
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次に、この LTV 事業を推進するために、社内構築したデジタルマーケティングの仕組みを、同様

の課題を持つ同業他社に、外販を始めました。8 月の、業界向けのブライダルシンポジウムで販売

を開始しまして 3 カ月ほどになりますが、現状 5 社ほど導入が決定いたしました。売上 150 億か

ら 200 億程度の企業もいらっしゃれば、20 億程度の企業もございます。様々な企業様で利用価値

を見出していただいております。 

なお、営業活動においては現状、専任の営業マンを一人しか置いておりません。多くのブライダル

企業をコンサルティングしている会社に営業代行をお願いし、多くのホテル、式場に取引されてい

る会社、例えば、装花や写真の企業に営業代行を頼むことによって、効率的な方法で営業推進をし

ております。 

それから、右側はトピックスですが、ウェディング業界はまだ IT 化が非常に遅れておりますの

で、IT 化に向けての取り組みとして、クラウドサインサービスを本格的に販売開始された弁護士

ドットコム様と業務提携をして、新たな販路を拡大しております。 
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次に、ホテル事業についてご説明をいたします。TRUNK(HOTEL)は引き続き好調です。今期の婚

礼受注は前期同時期比 101.8%で進捗。宿泊のほうも平均客室単価は約 6 万 4,000 円。外国人の比

率も 8 割を超え、そのうち 8 割が欧米人。これも変わっておりません。 
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次に、神楽坂の TRUNK(HOUSE)についてご説明いたします。こちらは、ブランディングを目的と

した施設となります。先週は、イギリスのライフスタイル誌「Wallpaper」で、ベストアーバンホ

テルとして、世界で 1 位の評価をいただくことができました。TRUNK(HOTEL)よりも 2 ポイント

ほど点数が高く、HOUSE のほうが 1 位になっています。ブランディング目的の施設としては大き

く寄与してくれていると考えております。 
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続いて、TRUNK(HOTEL)では、4 月にレストランのコンセプトを大きく見直しました。それに伴

いレストラン内のリニューアルとメニュー変更をしたことで、来館数は前期比 178.8%となってい

ます。 
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次に、海外・リゾートウェディング事業の進捗についてご説明をいたします。今期の重点テーマは

記載してあります 4 点ですが、最も注力すべきは、国内マーケットの受注回復につきます。次ペー

ジより詳細のご説明をいたしますが、まず全体像についてお話いたします。 

今期、海外・リゾートウェディング事業は、前期比で 8 億ほど減益いたします。これは、成長のた

めの先行投資が膨らんでいることに加えて、国内マーケットの受注が苦戦していること、これが全

てです。 

先行投資は 2 点。 

1 点は、販売商品となるチャペルを出店していること。宮古島、プーケットをはじめ、この先にも

いくつか投資を予定しています。2 点目は、そのチャペルを販売する営業拠点を増やしているこ

と。国内マーケットのシェア向上のために、ユーザーが見込める地域への直営サロンの出店をして

いること。東アジアマーケット開拓のために、上海、北京に営業拠点を構えて営業活動を開始した

ことです。一方で国内マーケットの受注については、主に旅行代理店からの送客減が大きく、その

営業体制の構築につきまして、現状半ばということになります。 
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それでは、次ページより詳細をお話いたします。まずは、新規出店にてついてです。ハワイ 5 拠点

目となるチャペルをワイキキのシェラトンホテルの最上階に 2020 年 5 月に出店をいたします。シ

ェラトンホテルには、既にマカナチャペルという名前でチャペルを一つ持っております。大変好評

いただいている施設の一つとなっておりますが、2019 年 1 月よりシェラトンホテルの全館大幅リ

ニューアルあり、その完成も 2020 年 5 月ということで、このホテルの話題性が受注の後押しにな

ると考えております。 
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それから次に、沖縄で非常にフォトスポットとして人気の備瀬地区という、ご覧いただいている写

真のような場所があります。そちらに写真スタジオ、ふくぎの写真館を 2020 年 3 月にオープンを

いたします。この備瀬地区の近くにオリオンビール様が運営されている、オリオンモトブリゾート

というホテルがあります。そのホテル内に、弊社は白の教会という名前の教会を持っております。

その白の教会をはじめ、沖縄で持っている教会のさらなる付加価値と商品力の強化、そういった目

的と、続いては引き続き国内外で広がるフォトウェディングのマーケットの取り込みを視野に入れ

た施設となります。 
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次に、ご覧いただいているものは、5 月の決算発表のときに海外・リゾートウェディングマーケッ

トにつきまして、こういった施策でがんばっていきますということを再掲しておりますので、この

半年が経過した現状について次ページ以降でご説明いたします。 
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営業、組織・人材面で 4 点の KPI を設定しています。集客、単価、契約数、数値・コスト管理と

ですが、ご覧いただいているとおり、△、△、○、△、ということになっております。 

集客面では、タレントを使用したプロモーションの効果もあり、直営サロンの来館数は増加傾向で

す。一方で、旅行代理店様からの送客数は、まだ効果が出ておりません。法人間の関係構築は上手

くいっていると思っています。それから、旅行代理店様に常駐している店舗スタッフの教育、再配

置も終わりました。あとは、実際に旅行代理店の接客スタッフが送客しやすいトピックス創るため

の計画を考案しています。。 

単価面では、各地域、各チャペルのポートフォリオ作成も終わり、それぞれのチャペルの価値に合

わせた料金設定を実施して、本社一元管理で販売を始めました。 

契約数全体は、教育の成果もあり、契約率も上がり、足元では成果が出始めています。 

コスト面では、必要な先行投資以外の精査と効率化について進んでおります。 
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次に、今期の施行組組み数を前年同時期と比較をしたグラフについて、ご説明します。 

5 月から営業強化を実施いたしましたので、今期 12 月までの取り込みについてはほぼ影響が出せ

ず、前期比 10%減のまま着地をすることになると思っております。現状は前期と比較して 90.4%

の受注になります。 
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一方で、毎月の受注活動の状況についてご説明します。3 カ月ごとの前期比をこちらに記載してお

ります。7 月から 9 月の 3 カ月間での新規の契約数は前期比 103.8%となっております。代理店の

不振を直営サロンがカバーする形となりますが、復調する兆しが見えてきております。 
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次に、単価についてですが、前期比で 102.8%と向上いたしました。これは、施策の効果でなく、

代理店様で販売いただいた挙式と直営サロンで販売した挙式では、直営サロンで販売した挙式のほ

うが単価は高くいため、直営の占有率が高まったことが要因でございます。 

5 月から実施している単価施策の効果につきましては、4 クォーター以降に成果としてあらわれて

くると考えております。 
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次に、国内サロンの出店ですが、新宿、広島、名古屋に続き、8 月に銀座サロンをオープンし、直

営サロンは 10 店舗となりました。併せて、集客拡大のため、弊社が持つハウスウェディングの会

場でも海外リゾートの相談受付開始しております。最初の一報は本社で集約をして、その後どこで

接客するかを、お客様にご案内するというオペレーションです。徐々に効果も出てきております。 
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それから、8 月に実施したタレントの吉岡里帆さんを起用したプロモーション結果をご説明いたし

ます。ご覧いただいているとおり、自社ホームページ導線の強化を一つの大きな目的としてプロモ

ーションを実施いたしました。自社ホームページへ来ていただけるユニークユーザー、来館予約数

ともに、プロモーション後、増加しております。 
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次に、東アジアマーケットで営業活動についてご説明をいたします。左側にビジネスモデルの話が

少し図解してありますが、中国では挙式から旅行までワンストップで申し込む術がなく、挙式はブ

ライダルエージェントに申込み、旅行は旅行代理店に申し込む、顧客が挙式と旅行をそれぞれのエ

ージェントに申し込むというのが一般的です。 

私どもは婚礼エージェントへの営業活動はもちろんのこと、中国の旅行代理店で日本と同様に「旅

行と挙式をパッケージ化」して販売いただけないかとという営業活動に力を入れております。 

右側に、中国の市場規模の大きさを記載していますが、伸びしろがある市場だと実感をしておりま

す。 
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次に、東アジアマーケットの組数は、年を追うごとに増えていっております。また、単価につきま

しても上がってきておりますので、このまま、まだ始めたばかりですので右肩上がりが表現できて

いくんじゃないかと思っております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

42 
 

 

それから、進捗の最後は台湾の直営の結婚式場についてご説明いたします。ご覧いただいていると

おり、組数も堅調に推移をしており、単価についても安定しております。 

以上が、現在の進捗となります。 
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最後に、この 10 年の営業利益の推移をまとめたものを記載いたしました。 

最近有難いことに、興味をお持ちいただける投資家の方々も増えまして、社長に就任したときと比

べますと、四半期ごとに面談いただける機会も 2 倍以上に増えてまいりました。本日も初めて説明

会にご参加いただいた投資家の方々もいらっしゃいますので、少しこの営業利益の変遷についてお

話をしておきたいと思います。 

まず、このグラフに記載される前のことからのお話になります。当社はハウスウェディングのパイ

オニアとして急速に成長をしてきました。一方で、そのスピードに組織体制が追いつくことができ

ず、最高益を出した翌年、2008 年の 3 月期に、赤字に転じました。その赤字の 1 年が始まる、そ

のときにちょうど僕は営業部長の立場になりました。この最高益から赤字、そして翌年何とか少し

ですが黒字化する、この 3 年間は今の T&G、当社が大切にしている多くのことを企業カルチャー

として生み出すことができました。会社にとっても私自身にとっても、大変よい経験をさせていた

だいたと思っております。 

その 3 年間を経て、このグラフにのっている一番左の 2010 年 3 月期が始まりました。そこから

は、さらなる経営管理の体制を構築するために、カネボウ化粧品の社長をしていた、前任の知識さ
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んを社長として迎え入れ、また上海にウェディング事業のプロデュース事業で参入をして、野尻が

自身で上海に乗り込み、当時 60 億円規模の売上があったブライズワード社をウェディング業界で

は当時珍しく M&A をし、会社としてもこれまでにない経験をしてきました。 

残念ながら、継続的に成果を出せるような事業少なく、大変苦労をしました。このグラフでも一際

グラフが下がっている 2016 年の 3 月期、このときは営業利益 15 億円にまで下がりました。この

2016 年 3 月期に私は社長になりました。この数年、不採算事業、例えば、中国、上海のプロデュ

ース事業や、その当時中国につくっていた工場の閉鎖、もしくは利益率の低いコンサル事業の契約

の見直し。また、不採算店舗の撤退、家賃、水光熱、レンタルの貸鉢の一つずつまで取引の内容を

見直して、図体はでかくなりましたけれども、ずいぶん筋肉質になることができたと考えておりま

す。 

シェアの拡大、利益向上が狙える基盤ができた、昨年来そう思っております。 

一方で、海外ウェディングはこの数年、会社の成長を支えてくれましたけれども、過去のハウスウ

ェディングと同様に、組織体制が追いつかず見直しの時期が来ていると思っております。私自身は

100 億くらいの売上の規模でこの見直しの時期が訪れたことは、グッドラック社にとって、大変未

来にとってよいことだと考えております。 

国内ウェディングの経験を生かして、前よりも対応のスピードは速くできていると思っております

し、来期以降復調させることができると思っております。 

そして今、ブティックホテルの出店を進めております。既に TRUNK2 号店は発表しましたが、5

月の決算発表のときに、今期中に 2 件発表したいというお話をしました。お約束通り、今期中にも

う 1 件決めたいと、いくつかの話を進めております。皆様からするとじれったいスピードだと感じ

られることもあると思いますが、過去のハウスウェディングのスピード出店と同じ轍を踏まないた

めにも、成功する物件しかつかまないと。一番じれったいのが嫌な、会長の野尻が非常に冷静に物

件については分析してくれていると思っております。 

前期と今期の 40 億円程度の営業利益は、過去 10 年でいくと最高の水準となっております。何よ

りも、今期のような海外事業の大きな落ち込みを全体でカバーする、グループ全体で力がついてき

ていると考えております。EVOL2027 で掲げた 1,000 億の売上規模に向けて、海外ウェディングの

東アジアマーケットの拡大、それからホテル出店などを着実に実行しながら、同時に利益水準も維

持できるように今後も邁進したいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

また、長期的な視点で弊社のことをご覧いただけると大変ありがたいと考えております。 
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最後に、配当になります。四半期の末に 10 円、期末に 10 円、年間の合計 20 円ということで、5

円の増配ということで変わらず配当については考えております。 

以上でご説明は終わります。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：ありがとうございました。それでは引き続きまして、質疑応答の時間とさせていただきま

す。 

質問者：二つあります。一つは、決算、来期に向けて結構いいなというのはわかったんですけれど

も。今期の ROE がたぶん 7%前後ぐらいで、今 1 株純資産が 1,800 円ぐらいだったと思うんです

けども、今のタイミングで自社株買いとか、この辺りを考えているのか検討しているのか。ざっく

りなイメージで結構なんですけれども、ちょっとお願いしたいなと思っています。資本政策につい

て。これが 1 点目です。 

2 点目なんですけども、ちょっと調べたらすぐ出るんですけども、社長が就任して直営のウェディ

ング施設を何店舗ぐらい閉鎖したというふうに理解してよろしいでしょうかという、この 2 点で

す。 

岩瀬：ありがとうございます。1 点目の資本政策の件ですが、さまざまな方法がありますが、自社

株買いについては方法の一つだということで、いつも検討はしております。ただ、当社が自社株買

いにより、どのぐらい市場に対して影響が出せるのかということもありますので、検討はしており

ますが、今何か特段決めいていることがあるということではございません。 

それから、閉鎖店舗は 8 店舗閉鎖をしております。コンサルティング契約の見直しをしたものが 5

店舗あります。8 店舗閉め、トップラインはほぼ前年同時期を毎年上回っている、営業利益も上回

っているということが大きなポイントでございます。そう、ご理解いただけると有難いなと思って

おります。 

司会：よろしいでしょうか。ありがとうございます。続いてご質問がございます方、挙手にてお知

らせください。いかがでしょうか。 

岩瀬：よろしいでしょうか。それでは、ぜひご質問がございましたら、面談のアポイントを入れて

いただきましたら、すぐに飛んでまいりますので、ぜひよろしくお願いします。 

司会：それでは、一旦ここで質疑応答を終了とさせていただきます。 

それでは、以上をもちまして株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ 2020 年 3 月期第 2 四半期決算説

明会を終了といたします。本日はご多忙の中、またお足元の悪い中お越しくださいまして誠にあり

がとうございました。 
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岩瀬：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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